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小
学
４
年
生
か
ら
高
校
２
年

生
ま
で
の
学
習
の
取
り
組
み
方

を
見
る
と
、
過
半
数
の
高
校
生
が

勉
強
す
る
意
味
が
分
か
ら
ず
、
勉

強
す
る
気
持
ち
が
わ
か
な
い
と

回
答
し
て
い
る
（
図
１
）。
将
来

な
り
た
い
職
業
が
あ
る
高
校
生

は
５
年
前
と
比
べ
て
減
少
し
て

い
る
（
図
２
）。
こ
う
し
た
実
態

の
背
景
と
し
て
、
18
歳
人
口
が
減

少
し
、
大
学
入
試
全
体
が
易
化
傾

向
で
あ
る
こ
と
（
図
３
）
や
、
高

校
入
学
前
ま
で
の
親
子
の
関
わ

り
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
（
図

４
）
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
の
高
校
生
の
読
解
力
は
低
下

傾
向
で
あ
る
（
図
５
）。
読
解
力

は
企
業
採
用
時
に
も
重
視
さ
れ

て
お
り
、
約
半
数
以
上
の
企
業

が
重
要
だ
と
回
答
し
て
い
る
（
図

６
）。
ま
た
、
９
割
以
上
の
企
業

が
重
視
し
て
い
る
力
は
、
社
会
人

と
し
て
の
常
識
・
マ
ナ
ー
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
力
で
あ
る
。

半
数
以
上
の
高
校
生
が

勉
強
す
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
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